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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

ちょうど，プラズマ・核融合学会
誌編集委員会の2年任期が終わるタイ

ミングで，この編集後記を執筆することになりました．編集委員
会では，1 年目に副企画幹事，2 年目に企画幹事を担当させてい
ただき，毎月開催する編集委員会の進行・取りまとめを務めました．
この編集委員会に誘われるまでは，プラズマ・核融合学会に直接
関わることがなく，右も左もわからない中，他の委員会メンバー
に支えられるかたちで，なんとか次に引き継ぐことができました．
直接関わることはなかったプラズマ・核融合学会ですが，全世界
から容易にアクセス可能な学会誌の企画記事には，大変お世話に
なっていました．特にプラズマを学び始めた人にとって，これほ
どアクセスしやすく，なおかつ内容の充実した教材はないのでは
ないでしょうか．そのような記事の作成や維持に，少しでも関わ
れたことを嬉しく思います．
取りまとめとしては，大したことはできませんでしたが，新型
コロナ以降，オンライン開催のみとなっていた編集員委員会のう
ち，年3回程度は対面とオンラインのハイブリッド開催として，
委員会メンバーが対面で議論する場を設けることができました．
集まりやすさという点においてオンライン会議のメリットは間違
いないですが，せっかく同じ時期に委員会メンバーになったのに，
一度も顔を合わせないのはもったいないという私の勝手な思いも
あっての対面復活でしたが，遠くから名古屋まで来て参加してく
ださるメンバーや，企画会議も普段より意見が出やすかったよう
にみえ，やはり，たまの対面開催はありかなと思った次第です．
最後に，この場を借りまして，編集委員長をはじめ，同じ時期
に編集委員会のメンバーとなり，お忙しい中，企画記事のご提案
や委員会での質疑などでご協力いただきました皆様に，あらため
まして感謝申し上げます．また，事務局の方々にも，私の不慣れ
な委員会活動をフォローしていただき，大変ありがとうござまし
た．歴史ある学会の事務局の方々からは，いろいろな先生方のこ
れまでのご活躍や楽しいエピソードも聞かせていただきまして，
この委員会活動を通じての私の一番の収穫だったかもしれません．
� （針谷　達）

ずいぶん久しぶりに，あるミュージシャンのコンサー
トに行ってきました．私が中学生の頃，その彼がパーソ
ナリティを務める深夜のラジオ番組をたまたま聴いたこ
とが，名前を知ったきっかけでした．自分を見つめ直す
ためにニューヨークに滞在して作ったという曲を聴き，
当時なぜか「かっこいい」と感じたのを覚えています．
映像の情報には全く触れることなく，ラジオでの語りと
音楽だけで，いつの間にか彼が気になる存在になってい
ました．大学生になって，上京して初めて買った CDも
彼のアルバムで，初めて行ったコンサートも彼の武道館
ライブでした．（もう30年以上も前のことだと思うと，少
し怖ろしい気がします．）
今回のコンサートは，50代・60代のおじさんおばさん
で満席でした．昔の曲を聴くと，その当時の感情がなん
となく蘇ります．たいがいは苦い思い出ですが，それは
辛い時にこそ音楽に救いを求めていたからかもしれません．
最近の曲はあまり追えていませんでしたが，「理想がなけ
れば人は堕ちていく」という歌詞に触れ，ブレない彼の
姿勢に思わず感心してしまいました．謙虚な人柄も健在
でした．御年69歳のそのミュージシャンは，最後のあい
さつで「これからもいい音楽を作っていきたい」と至極
当然のように語り，コンサートを締めくくりました．やっ
ぱり，かっこいい．
さて，我々研究者にとって，学術論文はいわば「作品」
です．多くの人の知的好奇心を刺激するようないい作品を，
私もまだまだ探求していきたい――そんなことを改めて
思わせてもらえた，特別な夜でした．� （佐野孝好）




